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6月の人口の動き

出生男27女29計56

死亡〃20〃13〃33

転入〃51〃52川03

転出〃47〃53川00

世帯数10．097（前月十4）

人口42．486（前月＋26）

男20．401女22．085

個人56人と11団体も表彰

第19回市制記念式典

　

第19回市制記念式典は、了月1日午前

10時から市役所大会議室で行なわれまし

た。式典には来賓や表彰を受けられる入

らおよそ150人が参列。

　

国歌斉唱のあと、市長の式辞、表彰、

祝辞、受賞者代表松田甚五郎さん（下据）

の謝辞があって、石田市議会議長の音頭

で大野市発展の万歳を三唱し、閉会しま

した。

　

市長は式辞の中で「市民のご協力によ

り建設事業は順調に伸び、教育・福祉面

もその内容を年ごとに充実しています。

今後もこれらの仕事をさらに進める一方

自然保護の新しい課題、公害交通問題に

も真剣に取り組み、市民とともに豊かな

大野市を建設したい。」と述べました。

　

市長表彰を受けられたのは、地方自治

納税、民生、産業、消防などの各分野で

市政発展に尽された個人56人と11団体で

す。この中には、黙々として川ゴミの清

掃奉仕をされている土本清さん、鳥山ま

さ子さんの善行もあります。

　

また、国民健康保険に加入している健

康優良家庭169世帯の

表彰もありました。

受賞のみなさん

　　　　

倣称略’）

【地方自治】井桝憲次

郎（城町）、松田甚五郎

（下据）、幅口登（上打

波）、森下三際（月美町）、広瀬庄太郎（春

日三丁目）。

【納税】立平利雄（元町）、要町納税組

合（代表松田茂）、昭和同‘（同桑野伊一）

下黒谷同（同松田松五郎）、飯降同（同

木下政治）、森政地頭同（同山田諭）、東

山同（同松田市治）、小黒見同（同小野忠

次郎）、森目同（同松田庄二）、下麻生島同

（同米村順太）、川上同（同椿坂実五郎）。

【民生】鈴木新作（中野町一丁目）。

【社会事業】開成中学校善意銀行（代表

高井修一郎）。

【保健衛生】土本清（要町）、烏山まさ子

（本町）、片倉末吉（木本）、飯田茂（上丁）

【学事】水野信子（鍬掛）、石倉つたゑ

（下丁）、中森ぎしを（中野町一丁目）、

浦井通子（日吉町）。

【社会体育】池尾茂成（有明町）、広瀬

浩一郎（蕨生）、金井真吾（泉町）、山川

武雄（明倫町）。

【社会教育】宮沢西兵衛（菖蒲池）、田中

さとゑ（中荒井一丁目）、神田淑子（今井）

【産業】斎藤斎一（下舌）、細川和男（

城町）、千味乙松（本町）。

【消防】木戸口太二（中荒井三丁目）、

岡崎佐（上打波）、乾忠好（下打波）、販

安博（中荒井二丁目）、乾川斎一（月美

町）、村上実雄（南新在家）、川瀬甚三郎

　

（牛ヶ原）、川本勝之（森本）、広瀬亮忠

　

（下打波）、乾三男（同）、林勲（西勝

原）、猪野秀雄（春日一丁目）、佐々木稔

　

（東大月）、広田庄吉（小矢戸）、岡林正

造（同）、斎藤信次郎（大矢戸）、長谷川

秀雄（矢）、竹内教隆（牛ケ原）、木下一

男（上野）、帰山豊（富島）、山上清一（

伏石）、村中正一（森本）、前田市松（花

房）、角隆（萩ヶ野）、辻一夫（同）、川

端誠（松丸）、東野与作（御領）、林輝治

　

（下打波）、前田清（西勝原）原勉（東

勝原）、山内善一（下打波）。

表彰を受けられる納税組合の代表者

9脳1雛l脳猫勁媚R咄

t、ろすぐ蛙まつり

　

第5回おおの城まつりは旧盆の8月15・

16日を中心にして、一部は13日から幕明け

します。市中パレードや納涼踊り大会など

楽しい催しがいっぱいです。どうぞお楽し

みに……。

　

年々人気が高まっている納涼踊り大会に

は「シッチョイナ節」を吹き込んだ歌手の

鳴海重光さんが出演する予定です。

　

城まつり行事の日程は別にパン

フレットを作り各家庭にお届けし

ます。
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農村部にも工業を導入
余劃労働ナ1右・安li；ヨIL，たT方向へ

　

機械化などによって生じた農村の余剰労働力を安定した職場に向けた

いと、工場誘致が望まれています。このため市は昨年から「農村地域工

業導入促進法」に基いて農村部に工場を誘致する実施計画を練ってきま

した。このほどまとめた計画によりますと、下庄地区の中津川に工業団

地を指定し、昭和50年度までに工場誘致を実現させることにしています

　

水田を大きく形よく整備し機械化が進

むと、農業労働力はますます省力化され

ます。この結果、兼業農家がふえ他産業

に収入の道を求めますが、それは日かせ

ぎや出かせぎなどで労働条件や家庭生活

からみて不安定な要素が多いようです。

　

こうしたことから農村部に工業を導入

して、農村の余剰労働力、ことに中高年

齢層の方が希望によって安定した職業に

つける道を開き、人口の市外地流出を防

ごうとするものです。また、これと合わ

せて、農業構造を改善し、農業と工業の

調和ある発展をはかることをねらいにし

ています。

　

計画では、用途地域の都市｀計画で工業

地域に指定されている中津川の一区画の

水田3万3，710平方似；（約1万坪余）を工

業団地に選び、ここに一般機械器具製造

業の工場を誘致することにしています。

　

導入する工場の従業員は16歳から55歳

までの男子297人、女子53人、計350人を

期待し、特に男子の中高年齢者の雇用を

望んでいます。

　

この計画を早く実現させるため、市は

用地の取得や造成についてあっせん協力

するほか、国道157号線から工業団地内

へ通じる幅10布、延長70なの幹線道路を

つけることにしています。

疲れたら休もう
ただいま

夏の交通安全運動を展開中

　

了月22日から始まった北陸3県統一の

「夏の交通安全運動」は、8月21日まで

展開されます。

　

重点目標は、

　

前期（7月22日～8月4日）が、「こども

と老人の交通事故防止」、後期（8月5日

～21日）が、「無謀運転（過労・暴走・飲

酒・無免許運転）の防止」となっていま

す。

　

この期間中、大野市交通対策協議会は

安全標語を印刷したチラシ、マッチ、た

んざくを運転者や各家庭に配って趣旨を

徹底するのをはじめ、警察官、交通指導

員による交差点と交通監視所での指導、

集会のあいさつやお寺でのお説教にも安

全運動についてひと口お願いするなど、

幅広い運動を展開することにしています

　

特に夏は解放感から心がゆるみ、暑さ

で疲れがひどくなることから例年交通事

故が多発しています。運転の自信過剰は

事故のもと、疲れたらひと休みすること

がなにより大切です。

死亡事故ゼロヘ再出発

　

大野署管内では、昨年11月25日から交

通死亡事故ゼロが続いていましたが、残

念なことに了月23日中島で死亡事故が発

生、記録は241日間でストップしました。

　

ここで市民全員が新たな気構えをもち

前回241日間を上回る死亡事故ゼロの記

録を達成するため再出発いたしましょう

公害対策審議会委員決まる

　　

水質汚濁の調査を重点に

　

市長は7月1日付けで、石田市議会議

長ら12人を市公害対策審議会委員に委嘱

しました。

　

了月7日第1回の会議を開き、会長に

斎藤政雄さん（泉町、学識経験者）、副会

長に四方軍平さん（中野町、住民代表）を

選び、ことしは工場や家庭の廃水、汚物

やゴミで汚される河川、用水路の汚濁対

策を中心にして進めることを決めました

　

審議会は6月市議会で制定され、その

役割は市長の諮問に応じて公害対策に関

する事項を調査審議し、その意見を市長

に述べることになっています。

　　　　

公害対策審議会委員

　　　

（敬称略、会長・副会長を除く）

○…市議会石田善徳（上篠座）、杉本夏

男（本町）、高津靖生（上舌）。

○…学識経験者広瀬龍輔（元町）、玉木

弥市（同）、山田主治（野中）。

○…住民代表桑野和夫（、日吉町）、伊藤

武治（元町）、本田千代子（本町）。

○…関係行政機関河北忠薫（大野保健

所長）。

スマ4Jし

「今様行水」

行水の捨てどころあり

　　　　

虫なかず

　　　　　　　

一千代女

コーナー

St麺泰

41

深井鉱泉
深井の湯は、市街地から南西へ約3

調、飯降山のふもとにあI

ります。＝

　

ここに鉱泉が出るよう

になったのは千数百年前

の養老年間だと伝えられ

江戸末期に書かれた伝記

　　　　　　　　　　

ごんには、飯降山に白山大権

げんたいちょう現をまつった泰澄大師

が、ふもとの人々を病か

ら救うため、この鉱泉を

授けたと記されています。

　

むかしは上の湯・中の湯・下の湯の

三軒の鉱泉宿や多くの人家もあったと

いわれますが、今はその上の湯だけが

ただ一軒、静かなたたずまいを見せて

残っています。

　

リューマチや神経病な

どのほか外傷にも効果が

あるとされ、県内外から

訪れる人も多いようです

　

谷川のせせらぎやウグ

イス、ヤマバトの声を聞

き’ながら、近くでとれる

山菜やアユ・アマゴ・イ

ワナの手料理を味わう楽

しさは格別です。

（写真は静かなたたずまいの深井鉱泉）
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ミュンヘンオリンピック出場

羽岸宿乖ガンバレ

健闘を祈り激励会

　

ミュンヘンオリンピックの

女子体操競技に出場する羽生

和永選手（中荒井町一丁目、

21歳）の激励会が、了月24日

市民会館で開かれました。

　

市長・議長・体育協会長ら

関係者約60人が拍手で迎える

中を同選手が入場、まず「元

気でがんばってください」と

ジュースで乾杯。市長・議長・

恩師らが「ご健闘を祈ります」

と激励のことばをおくると、

同選手は「みなさんの暖いご支援に感謝

します。メキs／コ大会以上にがんばりま

す」と決意とお礼を述べました。

　

同選手は現在日本体育大学の3年生で

日本女子体操界のエース格。オリンピツ

クには高校時代にメキシコ大会に出場し

ており連続出場で、今大会の活躍が期待

されています。

　

ミュンヘン（西ドイツ）への出発は8

月15日、開幕は26日です。

乾杯にこたえる羽生選手（中央）

水
の
事
故
を
防
ご
う

ダ
ム
の
放
流
に
は
サ
イ
レ
ン

大雨が予想されるとき、豪雨のときな

どは、ダムの貯水量を調整するた

めにダムから放流します。

　

このとき・は、川筋5ヵ所でサイ

レンを鳴らし、警報車が回ります

　

危険ですからすぐに川から上か

ってくださいー。

　

九頭竜川水系ダム連絡会は、水

難事故防止のために注意を呼びか

けています。

　

一方、北電大野電力所は発電所

の取水口・放水口付近は危険なた

め、ダム放流のいかんにかかわら

ずこの箇所への立入りを禁じてい

ます。このほか学校補導連絡協議

会では赤根川での水泳を全面禁止

にしています。水難事故を防ぐた

めこれらのことにじゅうぶん注意

してください。

冒…サイレンの設置場所

　

①仏原ダム②勝原橋右端③富田発電所

取水ダム（柿ヶ島地籍）④壁倉サイフォン

入口（阪谷橋下流約150あ）⑤壁倉発電所。

　

放流のときは、1分間吹鳴、5秒休みで

3回鳴ります。

圖・‥立入り禁止箇所

1、西勝原第一発電所水槽余水吐出口

2、西勝原第一発電所より同第二発

　

電所ダムまでの区間

3、富田発電所取水ダムの上・下流

4、富田発電所開きよ内とその周辺

5、壁倉サイフォン余水吐出口（松

　

原出）

6、壁倉発電所水槽余水吐出口

了、同所放水口下流

8、五条方発電所余水吐出口など

上庄小学校にプール

　

5月末から工事を進めていた上庄

小学校水泳プールは7月末に完成、

323人の児童たちは大喜びです。

　

た七25似、横8布の4コースプー

ルで、工費は750万円。

　

8平方布の付属建物には、いつも

水をきれいに保つ砂式循環ろ過機、足洗

場、消毒槽、洗眼場、シャワーもついて

います。

　

市は、中学校のプール建設に次いで、

ことしから児童数200人以上の小学校を

対象に年次計画でつくることにしていま

す。

阪
谷
地
区
の
青
年
グ
ル
ー
プ

「
ヤ
ン
グ
高
原
」
に
労
働
大
臣
賞

　

阪谷地区の青年グループ「

ヤング高原」（会長小豆弥三

次君、会員25人）は、勤労青

少年クラブの模範として労働

大臣賞を受けました。

　　

「勤労青少年の日」の了月

15日、県民会館で副知事から

賞状と副賞（8勺撮影機と映写

機）の目録が伝達されました

　

この表彰は、勤労の余暇を

有効に利用して活発にクラブ

活動を行ない、他の模範とな

る勤労青少年クラブに対して

行なわれるもので、ことし県

内で受賞したのは「ヤング高原」と個人

1人だけです。

　

ヤング高原は45年8月に発足、特に交

通安全運動に活発に取り組んでいます。

図書840冊を寄贈

富塚の佐藤善兵衛さん

　

佐藤善兵衛さん（富塚、64歳）は、「た

くさん本を読んで広い知識を身につけて

ほしい」と、尚徳中学校へ文学全集、原

色図鑑、参考図書など840冊と書架7個

　

（約60万円相当）を寄贈されました。

　

了月18日同校で、市長が佐藤さんに感

謝状を贈呈し、書庫開きをしました。

　

市長は佐藤文庫と命名し、全生徒に「万

巻の書を読み、万里の道を行く」のこと

わざのように佐藤さんの志を忘れず勉学

に励んでくださいとあいさつ。PTA会

長や生徒会代表の謝辞もありました。

　

開成中などに照明燈を増設

　

市は社会体育を盛んにするため、開成

中学校グラウンドの照明燈を増設するほ

か、同校と有終西・南両小学校の体育館

にも照明燈を取り付けています。

　

工費は228万円、8月はじめから使える

よう工事を急いでいます。

　

完成すると開成中学校グラウンドは夜

間でも全面が使えるようになります。

　

一方、3校の体育館は、バレーボール

パドミントン、卓球などの屋内競技がで

きるようになります。

　

使用ご希望の方は、事前に教育委員会

へ申請書を出して許可を受けてください

使われるときは学校備品や施設を痛めな

いように注意してください。
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こんなお子さんをお持ちの方は

有終西小で教育相談

　

うちの子は学校に行くのをいやがる

とか、ひどく学力がおちたとか、どう

もしゃべり方がおかしいとか、また、

からだが弱かったり欠陥があって学校

生活が思うようにできず、困っている

お子さんをおもちの方はありませんか

　

このようなお子さんに適切な教育を

すすめようと、ことし4月奥越特殊教

育センターが設けられ、有終西小学校

で教育相談の窓口を開き、毎週月曜日

と木曜日に指導主事が教育相談や検査

を行なっています。

　

お子さんの教育についてお困りの方

はここでご相談ください。

お知らせ

國…開成中プール、夜は一般開放

　

開成中学校水泳プールを夜間は一般に

開放しています。時間は午後6時から9

時まで。期間は8月20日まで。

　

利用できるのは高校生以上で、小・中

学生は認められません。

　

1人50円の整理料をいただきます。

圖…建築確認申請書の用紙は

　　　　　　

大野商工会議所で

　

建築物の新築、増・改築に必要な確認

申請手続用紙と確認板は、これまで大野

土木事務所で交付していましたが、8月

1日から福井県建築士会（大野支部）が

扱うことになり、大野商工会議所でお渡

しします。

　

この代金は200円（確認板を含ひ）に

改正されました。

　

なお、申請書の提出先、許可書（確認

板）の交付は、これまでどおり大野土木

事務所です。

圖…ヒエや雑草を道路や川へ捨てないで

　

ヒエや雑草が道路や川に捨てられてい

るのを見かけます。美観を害し不衛生な

ばかりでなく、通行のじゃまになり、川

の流れを悪くするなどの実害が出ます。

　

これらは特に生命力の強いものですか

ら、ヒエは乾燥して燃やすとか、雑草は

たい肥にするとか、決められた場所へ捨

てるなど適当な方法で処分してください

吻…いまから文化祭の作品を

　

第6回市総合文化祭は、11月1日から

3日まで市民会館を主会場として開催さ

れます。同実行委員会はいまのうちから

作品を製作され、たくさん出展されるよ

う望んでいます。

　

テーマ「伝統と創作」

　

種別絵画・書道・彫塑・工芸・デ

　　　　　

ザイン・写真その他

國…当市で第20回県社会福祉大会

　

とき8月8日午前9時から

　

ところ大野市民会館

　

県内の社会福祉関係者ら約1，000人が

参加して、式典、社会福祉事業の功労者

の表彰、講演などがあります。

　

一般の方もご参加ください。

吻…婦人のつどいは8月10日

　

都合で延期になっていた「婦人のつど

い」は、8月10日午前9時から市民会館

で開かれます。おもな内容は先月号でお

知らせしましたが、その後講演のテーマ

と講師が決まりました。

　

テーマ「ふるさとづくりと婦人の生き

方」。講師、大阪社会事業短期大学教授

の服部正さん。

圖…青色申告の記帳指導

　

大野商工会議所・大野青色申告会は剰

規青色申告を奨励しており、ことしから

初めて青色申告をされる方の記帳指導巷

行なっています。

　

帳簿のつけ方がわからない人には、認

分でつけられるようになるまで、何回て

も無料で指導いたします。

　

お気軽におでかけください。

吻…ボーイスカウト10周年の記念行事

　

ボーイスカウト大野第1団（団委員長

横田肇さん、団員50人）の10周年記念大

会が、8月5・6日の両日県内から500人

の友隊も参加して行なわれます。

　

みなさんのご声援をお願いします。

＜式典と交歓会＞5日午後6時30分～

　

8時30分、有終西小学校グラウンドで

＜市中パレード＞6日午前10時～11時

　

六間・本町・三番・横町通りなどを。

＜訂正＞7月号3面、「一日清掃員に

なって」の中で、「百分は一見に…」を

　　

○

　

「百聞は…」に、4面風見鶏の中で「手

　

××○○足間接障害」を「手足関節障害」にそれ

ぞれお詫びして訂正します。

風，見鶏
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き
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。
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猛
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。
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当
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野
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野
丸
」
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仕
立
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海
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治
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。
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。
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